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世紀初頭と年代推定されている。層位的な発
掘が行われたので、時代ごとに資料を分析す
ることが可能である。
まず、粘土色・胎土質で分類する。粘土種

Creamy Yellow Powdered Creamy Yellow類は 、
、 、 、Coarse Greenish Yellow Pinkish Yellow

、 、 の 種類である。さらYellowish Pink Pink Red 7
に、彩色の有無、技術、顔料の色で細分した。

5次に、碗・鉢・壺・瓶、その他不明で器種を
分類した。破片の重さを計量して、胎土種類
の全重量における割合と層位ごとの胎土種類
組成比率を計測した。また、偏光顕微鏡観察
と画像処理法によって胎土組成を分析した。
顕微鏡の観察項目は鉱物の分布状態や不透明
物質の色、微小鉱物の集合体の有無である。
資料は 種類の素地を一点ずつ選んだ。画像分7
析法では、画像ソフトを使って基質・空隙・
鉱物の 要素に分け、計量した。3
白濁釉陶器の種類は彩色が施されない白濁

釉陶器と白濁釉上緑彩陶器、釉上青・緑彩陶
器、白濁釉下緑彩陶器、釉下青彩陶器、釉下
青・黒彩陶器、釉下黒彩陶器、白濁釉上緑彩
釉下黒彩陶器に分けられた。

Julfar出土白釉陶器

胎土分析の結果、基質の割合の大小で粘土
種類は 区分できた。 素地は極3 Greenish Yellow
端に鉱物、空隙が少ないので、焼成技術ない
し水簸技術が高かったと考えられる。
層位ごとに主要な種類であった白濁釉陶器

をまとめた。第 層では、 素地7 Cre.Yel.Powdered
の彩色のない鉢・壺、釉上緑彩鉢、釉下黒彩
鉢・壺や 素地釉上緑彩鉢、釉下黒Cre.Yel.Coarse
彩鉢、 素地釉上緑彩鉢が主流なYellowish Pink

種類であった。釉下青・緑彩陶器はこの時期
以降ほとんど見られない。第 層では、第 層6 7
に続き、 素地の彩色のない鉢Cre.Yel.Powdered
・壺、釉下黒彩鉢・壺や 素地釉Yellowish Pink
上緑彩鉢や 素地釉上緑彩鉢は主流Cre.Yel.Coarse
な種類であった。釉上緑彩陶器は 、 素Pink Red

5地だけを除き、この時期を境に減少する。第
層では、 素地の彩色のない鉢Cre.Yel.Powdered
・壺、釉下黒彩碗、 素地の彩色Yellowish Pink
の な い 壺 が 主 流 で あ る 。 第 層 で は 、4
Cre.Yel.Powdered Pinkish素地釉下黒彩鉢・壺、

素地鉢・壺が主流な種類である。第 層Yellow 3
では、 素地の彩色のない鉢・Cre.Yel.Powdered
壺、釉下黒彩鉢・壺が主流である。 素地のRed
彩色のない鉢や 素地釉下黒彩鉢、Yellowish Pink
彩色のない 素地壺が増加し始めGreenish Yellow

2 3 Yellowishる。第 層では、第 層に引き続いて、
素地の彩色のない鉢、釉下黒彩鉢、彩色のPink

ない 素地鉢、 素地の彩色のRed Cre.Yel.Powdered
ない鉢・壺、釉下黒彩鉢・壺が主流であった。
第 層は第 層に引き続き、 素1 2 Cre.Yel.Powdered
地の彩色のない鉢・壺、 素地釉Yellowish Pink
下黒彩鉢、彩色のない 素地鉢が主流であっRed
た。白濁釉陶器の種類が時代的に変化したこ
とが破片の重量を計ることで数量的に表すこ
とができた。

陳朝期ナムディン省出土碗皿の製作技法によ
る分類と編年

西野 範子
この論文は、ヴェトナム、ナムディン省で

出土した陳朝期（ ～ 年）碗皿を、製作1225 1400
過程（成形と調整→施文→施釉→サヤ詰め）
に沿って、各技法ごとに分解し、分類体系の
作成及び編年の提示を目的とする。
まず、碗皿に残る痕跡から、陳朝期におけ

る製作技法と製作過程の種類の可能性を導き
出した 「型作り」成形と「水挽き」成形で体。
部を成形し、高台部は、底部全体に粘土を張
り付けて削り出すもの、高台下位にのみ粘土
を付け足して削りだすもの、ただ単に削りだ
すものが確認できた。施文は一般的には「器
形成形後、施釉前」に施されるが、模に押印
する印花文では、器形成形と同時に押印する
場合と器形を成形してから押印する場合の双
方が陳朝期に存在する。今回扱った碗皿資料
は破片が主であり、口縁部から高台部まで残
存する資料が少ないため、技術的特徴が表れ
やすい高台部を中心に取り上げ 「高台製作技、
」、「 」、「 」 、法 施文技法 サヤ詰め技法 に分解し
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それぞれの技法に応じて分類した 「高台製作。
技法」では、時期的特徴を最もよく表す高台
接地部の「削り取り」の位置を大分類に設定
し、 I類（高台接地部内側を削り取る。李朝Pre
期から続く技法をもつ 、I類（高台接地部）
を外側と内側から削り取り、接地部が尖る 、）
II類（削り取りなし 、III類（高台接地部外）
側を施釉前に削り取る 、IV類（高台接地部外）
側を施釉前に削り取る 、V類（高台内を非常）
に低く削り出す）の 分類に分けた。削り取り6
の大小や、断面の形の差違は中、小分類で示
した 「施文技法」では、施文位置（内面、外。
、 ）、 （ 、 、 、面 高台内 施文道具 模 ヘラ スタンプ
）、 （「 」、「 」）筆 割付区画法 帯状区画 放射状区画

に大きく分類した 「サヤ詰め技法」では、器。
体内面と高台部の痕跡から、窯道具（なし:I
、 、 、 ）類 白色土:II類 粘土粒:III類 トチン:IV類

と窯道具の設置場所（高台内:α、高台接地部
:β）により分類した。以上の各分類間の対応
関係を考察すると、 技法の相関関係には一定3
の法則性があることが確認できた。特に、高
台接地部の削り取りの場所、高台断面の形と
サヤ詰め技法は、密接な関係をもつ。主に、
高台接地部を尖らせる資料には白色土を付着
させ直接重ね、高台接地部が平らで面積をも
つ資料には窯道具を高台接地部に設置し、釉
が高台接地部まで施されるものは、高台内に
窯道具を設置している。高台の低いものは高
台内に、高台の高いものは高台接地部に窯道
具が設置されている。各技法分類ごとの型式
的変遷と相関関係の交差から、型式の連続性
を導き、型式連続の新旧方向は、陳朝期の資

1009料のなかで最も年代の遡る資料を李朝期（
1225 15～ 年）の型式に、最も年代の下る資料を

。 、世紀初頭の資料に求めた 陳朝期を 期にわけ6
I期は李朝と類似するタイプを、II期には型式
的にI期と繋がりのある資料を、IV期は日本出
土資料以前の資料を、V期には日本出土最初期
の資料、VI期には 世紀初頭資料に型式的に繋15
がる資料を各時期の境界線として活用した。
各時期間の細かい前後関係はサヤ詰め技法や
施文技法との交差関係から導いた。
I期（ 世紀前期）は高台を比較的細く高く作13
り、白色土を高台接地部に薄く付着させて重
ねる。印花文は李朝から既に確認されVI期ま
で連続して確認できるが、III,IV,V期に最も多
く頻出する。I期には刻花文が多く見られる。
II期（ 世紀中期）では、高台接地部の外側内13
側から比較的大きく削り取り、前期に引き続

ナムディン省出土陶磁器

き白色土を薄く付着させてサヤ詰めしている。
III期（ 世紀後期から 世紀第 四半期）では13 14 1
II期よりも高台部接地部の削り取り部が浅く
けずられるようになり、サヤ詰め技法もII期
の資料よりも厚く白色土を付着させている。I
V期（ 世紀第 四半期）は、資料の種類が豊富14 2
になる。印花文碗は、湾曲する体部から、口
縁部に向かって直線的に広がるタイプに移行
する。模の形が変化したのはもちろん、碗を
成形してから模を押印するものから、タタラ
状の粘土を直接模にあてるという製作技術に
大きく変化した。高台はII類、IV類、V類が含
まれる。サヤ詰め技法では高台内に粘土粒を
接地させるものが一般的である。輪状でドー
ナツ状の白色粘土紐を用いる例もある。高台
内に「天長府製」と筆で書かれた資料はこの
時期に限って確認できた。外面に刻花文を施
す技法がこの時期に多く見られる。V期（ 世14
紀後半）では、高台III類とV類が中心となり、
サヤ詰め技法は、高台接地部に粘土粒を付着
させる方法が一般的となる。印花文は帯状区
画に代わって放射状区画や円文による文様充
填が多く見られるようになる。筆を用いて描

14く青花や鉄絵はこの時期より現れる。VI期（
世紀末）は 世紀の高台と類似し、高台III、I15



－ 5 －

V類が中心で、粘土粒を高台接地部に接地する
サヤ詰め方法の他に 「輪状の釉剥ぎ」の方法、
が普及し始める 「輪状の釉剥ぎ」の技術はII。
期より確認できている。高台内に鉄銹を塗る
技法はこの時期一般的となる。

卒業論文概要
人物埴輪に表された装飾付大刀佩用者の性格

安西 崇
古墳時代は日本各地で首長達が古墳といわ

れる巨大な墓を築造した時代である。そして
古墳に副葬された品物の中に装飾付大刀と呼
ばれる刀がある。金銅板包みや銀板包みなど
華麗な装飾から美術工芸品としての評価も高
く、また、被葬者の実力や身分の高さを示す
象徴的遺物として着目する研究者も数多い。
しかし、柄頭の形状をもとに指し示される装
飾付大刀の系統差が、何をあらわすのかとい
うことについては、研究者の間でも意見が分
かれる。
そこで古墳時代の代表的な遺物である人物

埴輪にも、大刀が表現されていることに注目
し、人物埴輪に表された大刀の観察から装飾
付大刀の系統差の意味について分析を試みた。
また、扱った地域は人物埴輪の出土例が多い

関東地方である。
分析は、大刀を持

つ人物埴輪を性別・
立坐・所作を中心に
分類し、人物埴輪に
表された各層の人物
を推定した。そして
各形式が墳丘上で五
つのゾーンに分けお

、かれることを確認し
各ゾーンにおける各
形式の人物像が持つ
大刀型式の傾向を読
み取った。
結果、人物埴輪の

所作や服装から、軍
事的色彩の濃い人物
と軍事的色彩を帯び

、大刀を持つ埴輪 ない人物が表現され
(群馬県綿貫観音山古墳) それぞれの人物像に

表された大刀型式に
偏りがみられることから、装飾付大刀が佩用
者の職掌を象徴する遺物であった可能性を指
摘した。そして頭椎大刀は武人埴輪に佩用例

が多いことから、頭椎大刀が軍事的職掌を担
った階層の佩用する大刀であるという認識を
得た。これに対し、環頭大刀や円頭大刀は、
政治などの文系的職掌を担った階層の佩用し
た大刀であると考えた。また玉纏大刀は、首
長層に限定した大刀であったと推測した。し
かし、環頭大刀や円頭大刀の系統差の意味に
ついては充分に検討を行えなかったが、担当
した職掌の違いや身分差の違いに繋がる可能
性がある。
このように装飾付大刀は、佩用する人物の

職掌や階級をあらわす身分標識であったと考
えることができる。関東では、朝鮮半島の身
分標識であった冑の形態を採用しておらず、
朝鮮半島の身分制が定着していなかったこと
も、大刀が身分標識としての役割を持ってい
た為であると考えられる。
従来、頭椎大刀は物部氏、環頭大刀は蘇我

氏との関係を強調されてきた。しかし装飾付
大刀を氏族との関係で考えるには慎重を要す
る。今回の検討でみたように、装飾付大刀の
系統差については、その職掌差に注目して検
討していくべきであろう。

西アジア古代における中庭建築の進展
上原 大介

｢中庭｣は 西アジアを始めとする乾燥地帯に
おいて古くからの建築文化の一つとして重要
な要素であった。
これまででは中庭という曖昧な空間は扱い

にく、大建築における規模の大きいものに対
して注目が集まっていた。その中庭形式の完
成への変遷をたどるにあたり、中庭形式とそ
の前段階にある“中庭”と呼ばれるものの関
係についてまだ言える事があるのではと考え、
中庭形式としての完成の経緯とその時期の検
討を今回のテーマ設定とした。
本論では、 西アジアにおける中庭形式が完1)

成･普及し始める時期はいつ頃まで溯れるもの
なのか。 また中庭とは何なのかを明確にする2)
ため、その定義の確認。以上の二点について
検討してみた。
その手順について。まず、一般に“中庭”

と呼ばれるものとの定義分けを行う。中庭形
式とはどのようなものなのか確認をした。次
にその中庭が一形式となるまでの変遷プロセ
スの再検討を行い仮説をたてた。最後に建築
プランが明確な遺跡について、各時代毎に検
討し中庭形式が現れるのはいつなのか？主に
平面プランから、又適時設備･建材等の条件か


